
令和元年度 第１回狭山市文化財保護審議会 会議録 

 

開催日時  令和元年５月１７日（金） 

  午後２時００分から午後４時００分まで 

開催場所  教育委員会室 

出 席 者  髙橋委員長、川田委員、権田委員、橋本委員、名雲委員、樋口委員、岩本委員 

欠 席 者  林副委員長、宮瀧委員 

事 務 局  向野教育長、滝嶋生涯学習部長、田中社会教育課長、三ツ木主任、石塚主任 

傍聴者数  ０名 

 

※審議会前に委嘱状の交付と正副委員長の選出を行った。 

 

議  題 

 １ 平成３０年度事業報告について 

会議資料に基づき、平成３０年度事業報告について事務局より説明し、質疑応答の後、

承認された。 

 質 疑 

委 員  民俗芸能諸団体の活動記録から、西武文理大学が伝統芸能講座等を開催してい

ることが読み取れるが、これは大学の自主事業か。 

事務局  お見込みのとおり。 

委 員  文化財展の周知について、会場としている博物館の指定管理者にも周知に努め

てもらえるよう、働きかけてはいかがか。 

事務局  承った。 

委 員  文化財発掘作業員の平均年齢は高いと伺っている。夏期の作業環境には気をつ

けて欲しい。 

事務局  承った。 

 

議  題 

 ２ 令和元年度事業予定について 

会議資料に基づき、令和元年度事業予定について事務局より説明し、質疑応答の後、承認

された。 

 



 質 疑 

委 員  鳥ノ上遺跡の大規模発掘調査において、民間発掘事業者は、どのような役割を

担うのか。 

事務局  教育委員会の実施する発掘調査の補助である。県とも協議し、承認を得ている。 

委 員  学校講座は教育委員会からの働きかけで実現したものか。 

事務局  学校側の要請によるもので、授業の補助である。 

委 員  児童・生徒に文化財保護の現場を見てもらうなど、新しい試みをしてみてはい

かがか。 

事務局  教育現場の状況を見つつ、検討する。 

 

議  題 

 ３ その他 

次のとおり質疑があった。 

 質 疑 

委 員  博物館脇に安置されている逆さ橋の資料の取扱いは。 

事務局  調査を行い、取扱いを検討する。 



審議会の会議報告 
 

会 議 名 令和元年度 第 1回 狭山市文化財保護審議会 
傍聴者数 

0 人 

開催日時 令和元年 5月 17 日(金)  午後 2時 00 分～午後 4時 00 分 
(報道 

  0 人) 

議  題 

 

１ 平成 30 年度事業報告について 

 

公開・ 

 

非公開 

２ 令和元年度事業予定について 公開・ 非公開 

３ その他 公開・ 非公開 

   

   

 

 

会 議 の 

内容要旨 

１ 平成 30 年度事業報告について 

   

   会議資料に基づき、平成 30 年度事業報告について事務局より説明し、質疑応答の

後、承認された。 

 

２ 令和元年度事業予定について 

   

   会議資料に基づき、令和元年度事業予定について事務局より説明し、質疑応答の後、

承認された。 

 

３ その他 

 

特になし。 

提  出

資 料 名 
令和元年度 第 1回 文化財保護審議会次第 

担    当 教育委員会 社会教育課 文化財担当 内線 5674 

 

 

 


